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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
セメントと、セメント１００部に対して４～１０部の膨張材と、セメント１００部に対し
て３～８部の一般式Ｘ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍ（ただし、Ｘは２～８個の水酸基を有する化
合物の残基、ＡＯは炭素数２～１８のオキシアルキレン基、Ｒは水素原子、炭素数１～１
８の炭化水素基、又は炭素数２～１８のアシル基、ｎは３０～１，０００、ｍは２～８）
で示され、そのオキシアルキレン基の６０モル％以上はオキシエチレン基である粉末状の
ポリオキシアルキレン誘導体と、骨材とを含有してなるセメントモルタル組成物に、セメ
ント１００部に対して０．５～４部のアルミン酸塩及び／又は炭酸塩の凝結促進剤を含有
してなる吹付け材料。
【請求項２】
さらに、セメント１００部に対して０．０２～０．５部の増粘剤及び／又はセメント１０
０部に対して０．０２～１部の流動化剤と、セメントモルタル組成物と水からなるセメン
トモルタル１００容積部に対して０．０５～３容積部の長さが３～４０ｍｍである繊維類
とを含有してなる請求項１に記載の吹付け材料。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の吹付け材料を使用することを特徴とする吹付け工法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、土木や建築分野におけるコンクリート構造物の補修・補強工事で使用する吹
付け材料およびそれを用いた吹付け工法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリート構造物は、塩害、中性化、凍結融解、及び化学的腐食等の作用により劣化
が進行し、表面にひび割れや浮きなどが発生する場合がある。
　その対策として、劣化した部分を打音検査等で確認し、電動ピック、エアピック、及び
ウォータージェットなどにより取り除き、新たな補修材料を用いて修復する工事が行われ
ている。
【０００３】
　このような補修工事では、吹付け工法が多く適用されており、一般的には、練り混ぜた
モルタルをポンプで圧送し、圧縮空気と混合し、モルタルを、場合によっては、コンクリ
ート中の鉄筋が露出するまで劣化部分を取り除いた後に、吹き飛ばして施工する方法など
が行われており、システムが機械化されているので施工スピードが速く、補修断面への付
着性に優れ、鉄筋の裏側への密実な充填も可能という利点があった。
【０００４】
また、上記吹付け工法で使用されるモルタルには、JIS A 6203に規定されるポリマーエマ
ルジョンを含有するポリマーセメントモルタルが使われる場合が多く、ポリマーエマルジ
ョンの混和により硬化組織が密実化し、ガス、イオン、及び水の透過性が抑制され、耐久
性が向上する(特許文献１～特許文献３参照)。
【０００５】
　一方、RO（AO）nH（Rは炭素数４～６のアルキル基、Aは炭素数２～３の一種又は二種の
アルキレン基、nは１～10の整数）で示される低級アルコールのアルキレンオキサイド付
加物を主体とする収縮低減剤を含むコンクリートにアルミニウム塩等を主成分とする急結
剤を配合してなる湿式吹付けコンクリートも提案されている(特許文献４参照)。
【０００６】
　さらに、一般式がＸ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍで示され、Ｘは２～８個の水酸基を有する化
合物の残基、ＡＯは炭素数２～18のオキシアルキレン基、Ｒは水素原子か炭素数１～18の
炭化水素基又は炭素数２～18のアシル基、ｎは30～1000、ｍは２～８であり、オキシアル
キレン基の60モル％以上はオキシエチレン基であるポリオキシアルキレン誘導体を含有し
てなる粉体の乾燥収縮低減剤を使用したセメント組成物は公知である(特許文献５参照)。
【０００７】
　しかしながら、いずれの特許文献にも、セメント、膨張材、特定のポリオキシアルキレ
ン誘導体、及び砂を特定量含有してなるセメントモルタル組成物と、アルミン酸塩、炭酸
塩、及びケイ酸塩から選ばれる一種又は二種以上からなる凝結促進剤を示してはいない。
【特許文献１】特開２０００－３３５９５３号公報
【特許文献２】特開２００１－３２２８５８号公報
【特許文献３】特開平０６－１２８００７号公報
【特許文献４】特開２００１－３４２０５１号公報
【特許文献５】特開２００２－０６８８１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来吹付工法に使用されているポリマーセメントモルタルでは、一回の吹付け厚さは、
天井面で20～50mm程度であり、修復深さが、例えば、100mm以上と深い場合は２～５回と
、最初に吹き付けたポリマーセメントモルタルがある程度硬くなってから数回に分割して
吹き付けて断面を修復しなければならなかった。
　そして、無理に厚く吹付けようとすると、吹き付けた箇所が落下し、穴が開いたりして
、修復作業に手間がかかり、修復が完了するまでの施工時間がかかるといった課題があっ
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た。
　また、ポリマーエマルジョンは高価な材料であり、ポリマーセメントモルタル自体のコ
ストも高くなり、工期が長くなることも考慮するとトータル的な工事費がかかるどの課題
があった。
　さらに、ポリマーセメントモルタルは、そうでないモルタルにくらべ粘性がありポンプ
圧送時の圧送抵抗がかかり長距離圧送が難しく、圧送できたとしてもモルタルの大幅に実
吐出量が少なくなるといった課題もあった。
【０００９】
　既設トンネルの補修工事等では、厚付けおよび早期開放を目的に急結剤を使用した吹付
け材料も使用されている。しかし、急結剤が混入すると硬化収縮が大きくなり、ひび割れ
が発生するという課題があった。
【００１０】
　本発明者は、上記課題を解決するために鋭意検討を重ねた結果、ポリマーエマルジョン
を含まず、安価で、耐久性に優れ、１回の吹き付けで厚付けが可能であり、ポンプ圧送性
に優れた吹付け材料を完成するに至った。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、セメントと、セメント１００部に対して４～１０部の膨張材と、セメント１
００部に対して３～８部の一般式Ｘ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍ（ただし、Ｘは２～８個の水酸
基を有する化合物の残基、ＡＯは炭素数２～１８のオキシアルキレン基、Ｒは水素原子、
炭素数１～１８の炭化水素基、又は炭素数２～１８のアシル基、ｎは３０～１，０００、
ｍは２～８）で示され、そのオキシアルキレン基の６０モル％以上はオキシエチレン基で
ある粉末状のポリオキシアルキレン誘導体と、骨材とを含有してなるセメントモルタル組
成物に、セメント１００部に対して０．５～４部のアルミン酸塩及び／又は炭酸塩の凝結
促進剤を含有してなる吹付け材料であり、さらに、セメント１００部に対して０．０２～
１部の増粘剤及び／又はセメント１００部に対して０．０２～１部の流動化剤と、セメン
トモルタル組成物と水からなるセメントモルタル１００容積部に対して０．０５～３容積
部の長さが３～４０ｍｍである繊維類とを含有してなる該吹付け材料であり、該吹付け材
料を使用する吹付け工法である。
 
【００１２】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明で使用する部や％は特に規定しない限り質量基準である。
【００１３】
　本発明で使用するセメントとしては特に限定されるものではないが、JIS R 5210に規定
されている各種ポルトランドセメント、JIS R 5211、JIS 5212、及びJIS R 5213に規定さ
れた、高炉セメント、フライアッシュセメント、及びシリカセメントの各種混合セメント
、JISに規定された以上の混和材混入率で製造した各種混合セメント、石灰石粉末等を混
合したフィラーセメントなどが挙げられ、このうちの一種又は二種以上が使用可能である
。
【００１４】
　本発明で使用する膨張材は、モルタルの乾燥ひび割れを低減するために使用するもので
特に限定されるものではないが、アウイン系膨張材、カルシウムアルミノフェライト系膨
張材、及び石灰系膨張材等が挙げられる。
　膨張材の使用量は、通常、セメント100部に対して、２～10部が好ましく、４～８部が
より好ましい。４部未満ではモルタルのひび割れ防止が充分できない場合があり、10部を
超えて配合してもその効果の向上が期待できない場合がある。
【００１５】
　本発明で使用するポリオキシアルキレン誘導体とは、一般式Ｘ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍで
示されるものである。ここで、Ｘは２～８個の水酸基を有する化合物の残基であり、ＡＯ
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は炭素数２～18のオキシアルキレン基であり、Ｒは、水素原子、炭素数１～18の炭化水素
基、又は炭素数２～18のアシル基であり、ｎは30～1,000であり、ｍは２～８であり、並
びに、オキシアルキレン基の60モル％以上はオキシエチレン基であるポリオキシアルキレ
ン誘導体からなる。ｎの値が30未満では融点が低くなり粉体で使用することが難しくなる
場合があり、ｎの値が1,000を超えると粘度が高くなり製造が難しくなる場合がある。ま
た、オキシアルキレン基が60モル％未満では融点が低くなり粉体で使用することが難しく
なり、セメント溶液中での溶解性が悪くなる場合がある。
【００１６】
　一般式Ｘ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍにおいて、Ｘは２～８個の水酸基を有する化合物の残基
であり、水酸基を２～８個有する化合物としては、エチレングリコール、プロピレングリ
コール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、スチレングリコール、炭素数８～
18のアルキレングリコール、及びネオペンチルグリコールなどのグリコール類、グリセリ
ン、ジグリセリン、ポリグリセリン、トリメチロールエタン、1,3,5-ペンタントリオール
、エリスリトール、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール、ソルビトール、ソ
ルビタン、ソルバイド、ソルビトールとグリセリンの縮合物、アドニトール、アラビトー
ル、キシリトール、及びマンニトールなどの多価アルコール類若しくはそれらの部分エー
テル化物又はエステル化物、キシロール、アラビノース、リボース、ラムノース、グリコ
ース、フルクトース、ガラクトース、マンノース、ソルボース、セロビオース、マルトー
ス、イソマルトース、トレハロース、シュークロース、ラフィノース、ゲンチアノース、
及びメレジトースなどの糖類若しくはそれらの部分エーテル化物又はエステル化物等が挙
げられる。
【００１７】
　また、一般式Ｘ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍにおいて、ＡＯで示される炭素数２～18のオキシ
アルキレン基としては、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド、テ
トラヒドロフラン、炭素数６～18のα－オレフィンオキシドなどに由来するもので、オキ
シエチレン基、オキシプロピレン基、オキシブチレン基、オキシテトラメチレン基、及び
炭素数６～18のオキシアルキレン基等があり、これらの二種以上が付加しているときは、
ブロック状付加でもランダム状付加でもよい。
【００１８】
　さらに、一般式Ｘ｛Ｏ（ＡＯ）ｎＲ｝ｍにおいて、Ｒは水素原子、炭素数１～18の炭化
水素基、又は炭素数２～18のアシル基を示す。
【００１９】
　炭素数１～18の炭化水素基としては、メチル基、エチル基、アリル基、プロピル基、イ
ソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、アミル基、イソアミル基、ヘキ
シル基、ヘプチル基、オクチル基、2-エチルヘキシル基、ノニル基、デシル基、ウンデシ
ル基、ドデシル基、イソトリデシル基、テトラデシル基、ヘキサデシル基、イソセチル基
、オクタデシル基、イソステアリル基、オレイル基、ベンジル基、クレジル基、ブチルフ
ェニル基、ジブチルフェニル基、オクチルフェニル基、ノニルフェニル基、ドデシルフェ
ニル基、及びスチレン化フェニル基等が挙げられる。
【００２０】
　また、炭素数２～18のアシル基としては、酢酸、プロピオン酸、酪酸、イソ酪酸、カプ
ロン酸、カプリル酸、2-エチルヘキサン酸、ペラルゴン酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミ
リスチン酸、パルミチン酸、イソパルミチン酸、マーガリン酸、ステアリン酸、イソステ
アリン酸、アクリル酸、メタクリル酸、パルミトレイン酸、オレイン酸、リノール酸、リ
ノレン酸、及び安息香酸等に由来するアシル基が挙げられる。
【００２１】
　ポリオキシアルキレン誘導体の使用量は、セメント100部に対して、１～10部が好まし
い。１部未満では収縮低減効果が得られない場合があり、10部を超えると強度発現が阻害
される場合がある。
【００２２】
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　本発明で使用する凝結促進剤は、セメントと混合すると凝結が促進するものであり、ア
ルミン酸塩及び／又は炭酸塩からなるものである。
【００２３】
　アルミン酸塩とは、アルミン酸リチウム、アルミン酸ナトリウム、及びアルミン酸カリ
ウムなどが挙げられ、これらのうちで凝結性状の面でアルミン酸ナトリウムやアルミン酸
カリウムの使用が好ましい。
【００２４】
　炭酸塩とは、炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素リチウム、炭酸
水素ナトリウム、及び炭酸水素カリウムなどが挙げられ、これらのうちで凝結性状の面で
炭酸酸ナトリウムや炭酸カリウムの使用が好ましい。
【００２５】
　凝結促進剤のセメントモルタルへの添加方法としては、粉体でセメントモルタルに添加
することが可能であり、あらかじめ水溶液や懸濁液としたものをセメントモルタルに添加
することも可能である。
　凝結促進剤の使用量は、セメント100部に対して、0.5～10部が好ましく、１～８部がよ
り好ましい。0.5部未満では凝結を促進させることが難しく厚付けできない場合があり、1
0部を超えると長期強度発現性を阻害する場合がある。
【００２６】
　本発明では、本発明の凝結促進剤の凝結促進効果を害さない範囲で各種添加物を併用す
ることも可能である。
　ここで、添加物としては、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、及び酒石酸等に代表されるオキ
シカルボン酸又はその塩、ギ酸、酢酸、及びプロピオン酸等に代表されるカルボン酸又は
その塩、トリエタノールアミンやジエタノールアミンなどに代表されるアミン類、硝酸カ
ルシウム、硝酸ナトリウム、硝酸リチウム、及び硝酸カリウムなどの硝酸塩、硫酸ナトリ
ウムや硫酸カリウムなどの硫酸塩、水酸化アルミニウムや水酸化カルシウムなどの水酸化
物、亜硝酸リチウム、亜硝酸ナトリウム、亜硝酸カリウム、亜硝酸カルシウム、亜硝酸マ
グネシウム、及び亜硝酸バリウムなどの亜硝酸塩が挙げられる。
【００２７】
　本発明で使用する増粘剤は、モルタルの粘度を調整し、モルタルが跳ね返ったり、脱落
したりするのを防止したり、圧送時のモルタルの滑りを良くするために使用するものであ
り特に限定されるものではないが、一般に水溶性高分子物質と呼ばれているものが使用可
能であり、具体的には、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ポリビニルア
ルコール、ポリアクリル酸やそのナトリウム塩やカリウム塩、及びポリエチレンオキサイ
ドなどが挙げられる。
　増粘剤の使用量は、通常、セメント100部に対して、0.02～0.5部であり、0.05～0.3部
がより好ましい。0.02部未満ではモルタルの跳ね返りを低減することが難しい場合があり
、0.5部を超えるとその効果の向上が期待できない場合がある。
【００２８】
　本発明で使用する流動化剤は、モルタルの流動性の調整に使用されるもので特に限定さ
れるものではないが、メラミン系流動化剤、ナフタレン系流動化剤、リグニン系流動化剤
、及びポリカルボン酸系流動化剤のものが挙げられる。
　流動化剤の使用量は、セメント100部に対して、0.02～１部が好ましく、0.1～0.8部が
より好ましい。0.02部未満では流動性を改善する効果が発揮されない場合があり、１部を
越えると流動性が良すぎ吹付けたときにダレや跳ね返りが多くなる場合がある。
　流動化剤の混合方法は特に限定されるものではないが、例えば、あらかじめセメントに
、また、セメントや水に分散しておくことが好ましい。
【００２９】
　本発明で使用する骨材は特に限定されるものではないが、川、山、及び海から産出する
天然骨材、軽量骨材、並びに、これらの二種以上を混合した混合骨材等が使用できる。
　骨材は施工する現場で混合してもよいが、あらかじめセメントと混合しておく場合は、
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骨材を乾燥させた乾燥骨材を使用することが好ましい。
　骨材の使用量は、セメント100部に対して、150～200部が好ましい。150部未満では吹付
けたときにダレが多くなる場合があり、300部を超えると跳ね返りが多くなる場合がある
。
【００３０】
　本発明では、吹付けたモルタルの曲げ耐力を向上させることを目的に繊維類を配合して
使用することが可能である。
【００３１】
　繊維の種類としては特に限定されるものではないが、ビニロン繊維やプロピレン繊維に
代表される高分子繊維類、鋼繊維、ガラス繊維、及び炭素繊維に代表される無機繊維類が
挙げられる。
　繊維の長さは、曲げ耐力の付与とポンプ圧送性から３～40mmが好ましい。
　繊維の使用量は、セメントモルタル100容積部に対して、0.05～３容積部が好ましく、0
.1～２容積部がより好ましい。0.05容積部未満では曲げ耐力を向上させる効果が発揮され
ない場合があり、３容積部を超えるとモルタルの流動性に悪影響を与える場合がある。
【００３２】
　本発明では、必要に応じ、減水剤、ＡＥ減水剤、高性能ＡＥ減水剤、ＡＥ剤、消泡剤、
防錆剤、撥水剤、ベントナイト等の粘土鉱物、及び抗菌剤等の各種セメント混和材やセメ
ント混和剤を併用することが可能である。
【００３３】
　本発明の吹付け材料と混合する水量は、モルタルのポンプ圧送性、吹付け性、及び硬化
物性から、通常、セメント100部に対して、30～60部が好ましく、35～50部がより好まし
い。30部未満ではモルタルの流動性が低下する場合があり、70部を超えると強度発現性が
低下する場合がある。
【００３４】
　本発明の吹付け材料の施工方法は、吹付け材料と水とを混合し、練り混ぜたモルタルを
ポンプで圧送し、圧送途中で圧縮空気と硫酸アルミニウムを主成分とする凝結促進剤を合
流混合して吹付ける方法であれば、吹付けシステムや方法は特に限定されるものではない
。
【００３５】
　本発明の吹付け材料で吹付けた面は、コテ仕上げを行わないでそのままの状態でもよく
、美観を求められる場合はコテ仕上げを行うことも可能である。
　コテ仕上げが行える時間は、凝結促進剤の使用量や気温等によって異なるが、概ね、５
～120分の範囲が好ましい。例えば、凝結促進剤の使用量が多くなるほど、また、気温が
高くなるほどコテ仕上げを行える時間は短くなり、凝結促進剤使用量が少なくなるほど、
また、気温が低くなるほどコテ仕上げを行える時間は長くなる。
　コテ仕上げを行う場合は、コテ仕上げを行う層のみをコテ作業の時間を考慮して凝結促
進剤の使用量を少なくして吹付けることも可能である。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明の吹付け材料を用いることで、１回の吹付けによる厚付け吹付けが可能となり、
施工スピードを短縮化できる。また、硬化収縮は小さくなり大幅にひび割れ発生を低減す
ることが可能となる。さらに、ポリマーエマルジョンを使用しないので安価な補修モルタ
ルとすることが可能となる。
【実施例１】
【００３７】
　セメント100部に対して、骨材200部、表１に示す膨張材、及びポリオキシアルキレン誘
導体５部を加えてセメントモルタル組成物を調製した。
　調製したセメントモルタル組成物に、水をセメントモルタル組成物のセメント100部に
対して、50部加え、モルタルミキサーで練り混ぜてセメントモルタルとし、これに、凝結
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４×横４×縦16cmの型枠に詰めて、長さ変化と圧縮強度を測定した。結果を表１に示す。
【００３８】
＜使用材料＞
セメント　：普通ポルトランドセメント、市販品
骨材　　　：新潟県青海町産石灰砂乾燥品、最大粒径1.2mm
膨張材　　：カルシウムサルホアルミネート系膨張材、市販品
ポリオキシアルキレン誘導体：H0-(CH2CH2O)189-H、市販品
凝結促進剤Ａ：アルミン酸カリウム水溶液、固形分38％
【００３９】
＜試験方法＞
長さ変化　：JHS-416に準拠した。測定材齢は28日
圧縮強度　：JIS R 5201に準拠した。測定材齢は28日
【００４０】

【表１】

 
【実施例２】
【００４１】
　セメント100部に対して、骨材200部、膨張材６部、表２に示すポリオキシアルキレン誘
導体を使用してセメントモルタル組成物を調製したこと以外は実施例１と同様に行った。
結果を表２に併記する。
【００４２】
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【表２】

 
【実施例３】
【００４３】
　セメントモルタルに、凝結促進剤Aをセメントモルタル中のセメント100部に対して、固
形分で表３に示す量加えたこと以外は実施例１と同様に行った。結果を表３に併記する。
【００４４】
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【表３】

 
【実施例４】
【００４５】
　表４に示す凝結促進剤を、セメントモルタル中のセメント100部に対して、４部使用し
たこと以外は実施例１と同様に行った。結果を表４に併記する。
【００４６】
＜使用材料＞
凝結促進剤Ｂ：炭酸カリウム水溶液、固形分45％
凝結促進剤Ｃ：ケイ酸ナトリウム水溶液、固形分25％
凝結促進剤Ｄ：アルミン酸カリウム100部に対して、炭酸カリウム10部の混合物の水溶液
、固形分36％
【００４７】
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【表４】

【実施例５】
【００４８】
　セメント100部に対して、骨材200部、膨張材６部、ポリオキシアルキレン誘導体５部、
及び表５に示す増粘剤と流動化剤を加えてセメントモルタル組成物を調製した。
　調製したセメントモルタル組成物に、水をセメントモルタル組成物のセメント100部に
対して、50部加え、左官ミキサーで練り混ぜてセメントモルタルとし、これをスクイズポ
ンプで圧送し、途中で、凝結促進剤Dをセメント100部に対して、固形分で４部となるよう
に圧縮空気と共に加え、吹付けを行った。そのときのポンプ圧力、リバウンド率、及び厚
さ４×横４×縦16cmの型枠に吹き付けて採取した試験体の長さ変化を測定した。結果を表
５に併記する。
【００４９】
＜使用材料＞
増粘剤　　：メチルセルロース、市販品
流動化剤　：メチロールメラミン系流動化剤、市販品
【００５０】
＜試験方法＞
ポンプ圧力：スクイズポンプ吐出口に圧力計を設置し、内径40mmのホースで10ｍ圧送した
ときの最大圧力
リバウンド率：セメントモルタルを３分間コンクリートでできた天井面に吹き付けたとき
の、付着せずに落下したセメントモルタル分の全吹付け量に対する割合
【００５１】
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【表５】

【実施例６】
【００５２】
　セメント１００部に対して、骨材２００部、膨張材６部、ポリオキシアルキレン誘導体
５部、増粘剤０．０５部、及び流動化剤０．５部を加えてセメントモルタル組成物を調製
した。
　調製したセメントモルタル組成物に、水をセメントモルタル組成物のセメント１００部
に対して、５０部加え、左官ミキサーで練り混ぜてセメントモルタルとし、このセメント
モルタル１００容積部に対して、表６に示す繊維類を加え、さらに練り混ぜ、繊維含有セ
メントモルタルとした。
　この繊維含有セメントモルタルを、スクイズポンプで圧送し、途中で、凝結促進剤Ｄを
セメント１００部に対して、固形分で４部となるように圧縮空気と共に加え、厚さ４×横
４×縦１６ｃｍの型枠に吹き付けた。採取した試験体の曲げタフネスを測定した。結果を
表６に併記する。
 
【００５３】
＜使用材料＞
繊維類ａ　：ビニロン繊維、繊維長さ６mm、繊維径0.2mm、市販品
繊維類ｂ　：鋼繊維、繊維長さ10mm、繊維径0.2mm、市販品
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【００５４】
＜試験方法＞
曲げタフネス：JSCE G 552に準拠、養生方法は、温度20℃、湿度60％の部屋で気中養生、
材齢28日
【００５５】
【表６】

 
【実施例７】
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【００５６】
　セメント１００部に対して、骨材２００部、膨張材６部、ポリオキシアルキレン誘導体
５部、増粘剤０．０５部、及び流動化剤０．５部を加えてセメントモルタル組成物を調製
した。
　調製したセメントモルタル組成物に、水をセメントモルタル組成物のセメント１００部
に対して、４５部加え、左官ミキサーで練り混ぜてセメントモルタルとし、このセメント
モルタル１００容積部に対して、繊維類ａを１容積部加え、さらに練り混ぜ、繊維含有セ
メントモルタルとした。
　この繊維含有セメントモルタルを、スクイズポンプで圧送し、途中で、凝結促進剤Ｄを
セメント１００部に対して、表７に示す量、圧縮空気と共に加え、吹付けを行い、厚付け
性を測定した。結果を表７に併記する。
【００５７】
＜試験方法＞
厚付け性　：コンクリートでできた天井面とノズル先端の距離を50cmとして繊維含有セメ
ントモルタルを吹き付け、落下しないで天井面に付着している最大の厚さ
【００５８】
【表７】
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